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「源平合戦図屏風（一の谷・屋島合戦図屏風）」

諸本の改変方法と関連資料

「
源
平
合
戦
図
屏
風
（
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
）」

諸
本
の
改
変
方
法
と
関
連
資
料

　
　
―
『
平
治
物
語
絵
巻
』
や
「
平
家
物
語
扇
面
絵
」
な
ど
―

伊
藤
悦
子

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　
『
平
家
物
語
』
を
題
材
と
し
た
屏
風
絵
は
、
近
世
を
中
心
に
数
多
く
制

作
さ
れ
た
。
中
で
も
、
一
の
谷
合
戦
と
屋
島
合
戦
を
対
と
し
た
「
一
の
谷
・

屋
島
合
戦
図
屏
風
」
は
現
存
数
も
と
り
わ
け
多
く
、「
源
平
合
戦
図
屏
風
」

と
い
え
ば
、
こ
の
類
の
屏
風
を
指
す
こ
と
が
多
い
（
本
稿
で
も
そ
れ
に
従

う
）。

　
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
諸
本
は
構
図
や
図
様（

（
（

に
類
似
性
が
見
ら
れ
、
共

通
祖
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
、
川
本
桂
子
氏
・

田
沢
祐
賀
氏
に
よ
り
、
諸
本
の
基
礎
的
な
分
類
整
理
が
行
わ
れ
た
が（

（
（

、
美

術
史
側
か
ら
の
視
点
で
あ
る
こ
と
や
、
デ
ー
タ
が
古
く
、
対
象
と
す
る
本

数
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
本
格
的
な
諸
本
分
類
を
確
立
す
る
こ

と
が
、
今
後
の
屏
風
絵
研
究
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
。
稿

者
は
以
前
、
左
隻
「
屋
島
合
戦
図
」
を
中
心
に
場
面
比
較
を
行
い
、
約

四
十
本
の
諸
本
を
十
二
種
（【
１
】
～
【
12
】）
に
分
類
し
た（

（
（

。
更
に
、
右



國學院雜誌　第 120 巻第 4号（2019年） ― 50 ―

隻
「
一
の
谷
合
戦
図
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
作
業
が
必
要
だ
が
、
屋
島
合

戦
に
比
べ
る
と
、
一
の
谷
合
戦
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
が
多
く
、
諸
本
間
の

異
同
も
複
雑
で
あ
る
。
加
え
て
、
前
回
は
粉
本
（
作
画
の
際
に
手
本
と
し

た
資
料
）
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
管
見
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
存

在
を
確
認
で
き
た
屏
風
も
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
諸
本
分

類
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
前
段
階
の
作
業
を
行
い
、
今
後
の
屏
風
絵
研
究

の
足
が
か
り
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、「
源
平
合
戦

図
屏
風
」
諸
本
の
基
本
的
な
概
念
を
整
理
し
、
共
通
性
の
高
い
諸
本
を
纏

め
る
。
第
二
に
、
粉
本
つ
い
て
論
じ
る
。『
平
治
物
語
絵
巻
』
の
影
響
力

の
大
き
さ
や
、
こ
れ
ま
で
指
摘
が
な
か
っ
た
「
平
家
物
語
扇
面
絵
」
や
押

絵
貼
屏
風
と
の
関
係
性
な
ど
を
考
察
し
、
粉
本
研
究
の
重
要
性
を
提
示
し

た
い
。

　
　
　

二
、
基
本
的
概
念
の
整
理

　

諸
本
の
数
が
多
く
、
そ
の
内
容
も
多
様
で
あ
る
場
合
、
そ
も
そ
も
ど
の

よ
う
に
作
品
を
定
義
し
、
ど
の
よ
う
に
分
類
す
る
の
か
、
ま
だ
定
ま
っ
て

い
な
い
。
本
節
で
は
、
ま
ず
Ａ
で
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
「
源
平
合
戦
図

屏
風
」
を
定
義
し
、
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
で
、
二
種
類
の
分
類
の
可
能
性
を
提
示

し
た
い
。

Ａ
．
本
稿
で
対
象
と
す
る
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
の
定
義

　

一
口
に
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
と
い
っ
て
も
様
々
な
形
式
が
あ
る
が
、

本
稿
で
対
象
と
す
る
屏
風
は
以
下
の
条
件
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
三
十
六

本
を
【
別
表
１
】
に
示
し
た
（
本
稿
に
付
し
た
（
№
）
は
、【
別
表
１
】

の
「
№
」
項
目
に
対
応
す
る
）。

①�

画
面
い
っ
ぱ
い
に
合
戦
全
体
を
大
観
的
に
描
き
、『
平
家
物
語
』
に
記

さ
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
散
り
ば
め
た
も
の
（
前
掲
、
川
本
氏
に
よ

る
分
類
の
第
一
類
に
該
当
す
る
）。

②�

原
則
と
し
て
、
右
隻
に
一
の
谷
合
戦
、
左
隻
に
屋
島
合
戦
を
配
す
。
た

だ
し
、
一
双
に
一
の
谷
合
戦
の
み
を
描
く
も
の
、
壇
の
浦
合
戦
を
含
む

も
の
な
ど
例
外
も
あ
る
。

③�

江
戸
後
期
以
降
（
十
八
世
紀
～
）
に
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
独
特

の
画
風
を
持
つ
屏
風
は
対
象
外
と
す
る
。
な
お
、
祖
型
の
保
持
率
は
、

屏
風
そ
の
も
の
の
成
立
時
期
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
た
め
、
現
段

階
で
は
成
立
時
期
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
祖
型
か
ら
の
距
離
を
基
準
と
す

る
。
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Ｂ
．
構
図
の
類
似
に
よ
る
分
類
―
〈
智
積
院
本
系
統
〉・〈
双
子
本
〉・〈
姉

妹
本
〉
―

　
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」の
基
本
構
図
は
、右
隻「
一
の
谷
合
戦
図
」で
は
、

画
面
の
中
央
右
下
段
寄
り
に
平
家
館
、
左
か
ら
下
段
に
か
け
て
海
、
右
に

生
田
の
杜
、
上
段
に
鵯
越
を
配
し
、
左
隻
「
屋
島
合
戦
図
」
で
は
、
中
央

左
上
段
寄
り
に
平
家
館
、
左
に
牟
礼
高
松
、
右
か
ら
下
段
に
か
け
て
海
を

配
す
。
両
者
を
並
べ
る
と
、
海
を
中
心
と
し
て
左
右
に
平
家
館
が
配
置
さ

れ
、
そ
の
周
囲
に
『
平
家
物
語
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
散
り
ば
め
ら
れ
る
構

図
と
な
る
（【
図
１
】）。

　
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
の
祖
本
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
現
存
諸

本
中
、
最
も
祖
型
を
留
め
て
い
る
と
さ
れ
る
の
が
智
積
院
本
「
一
の
谷
合

戦
図
屏
風
」（
№
１
）
で
、
室
町
末
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
川

本
氏
は
智
積
院
本
の
場
面
描
写
に
つ
い
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
性
が
強

く
、
絵
巻
の
場
面
を
取
り
出
し
て
適
宜
散
ら
し
置
い
た
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
」
と
し
、
絵
巻
の
よ
う
な
粉
本
を
も
と
に
成
立
し
た
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
。
だ
が
、
智
積
院
本
に
も
不
自
然
な
箇
所
が
あ
り（

（
（

、
祖
型
そ
の

も
の
で
は
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、
左
隻
「
屋
島
合
戦
図
」
に
つ
い
て
は
、
宇

和
島
本
（
№
２
）
な
ど
が
祖
型
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
諸
本
の
基
礎
的
な
分
類
整
理
と
し
て
、
共
通
性
が
高
い
諸

本
を
な
る
べ
く
一
括
り
に
し
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
便
宜
的
な
仮
称
で

紐
付
け
し
て
お
く
。

〈
智
積
院
本
系
統
〉
…
現
存
諸
本
の
う
ち
、
智
積
院
本
を
は
じ
め
と
す
る
、

祖
型
を
よ
く
保
っ
て
い
る
屏
風
群
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
川
本

分
類
の
第
一
類
甲
種
、
田
沢
分
類
の
Ａ
種
、
前
掲
の
拙
稿
に
よ
る
分

類
【
１
】【
２
】
に
該
当
す
る
。

〈
双
子
本
〉…
諸
本
間
で
も
、と
り
わ
け
共
通
性
が
高
く
、概
ね
同
じ
構
図
・

図
様
を
持
つ
屏
風
が
存
在
す
る
。
部
分
的
な
異
同
や
絵
師
の
個
性
に

よ
る
相
違
な
ど
は
あ
る
が
、
積
極
的
な
改
変
は
希
薄
で
、
粉
本
を
忠

実
に
描
く
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
す
る
と
双
子
の

よ
う
に
酷
似
し
て
い
る
。
対
象
が
三
本
以
上
の
例
も
あ
る
が
、
こ
れ

ら
を
互
い
に
〈
双
子
本
〉
の
関
係
に
あ
る
と
し
、
本
稿
で
は
特
に
断

ら
な
け
れ
ば
同
じ
屏
風
と
し
て
扱
う
（【
別
表
１
】
で
は
、
三
本
の

例
の
場
合
に
は
分
か
り
や
す
く
〈
三
つ
子
〉
と
表
し
た
）。
こ
こ
で

留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
配
色
に
関
し
て
は
大
き
な
異
同
が
あ
る

点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
彩
色
や
色
注
が
ほ
と
ん
ど
な
い
下
絵
・
模

写
絵
か
ら
、
絵
師
達
が
独
自
の
判
断
で
配
色
す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ

た
の
だ
ろ
う（

（
（

。

〈
姉
妹
本
〉
…
諸
本
間
で
、
部
分
的
に
他
の
屏
風
と
は
異
な
る
共
通
し
た

構
図
を
持
つ
屏
風
も
存
在
す
る
。
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
近
い
段

階
で
同
じ
粉
本
に
遡
れ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
全
体
的
に
は
〈
双
子
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本
〉
ほ
ど
の
共
通
性
は
な
い
た
め
〈
姉
妹
本
〉
と
仮
称
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
括
り
は
、
膨
大
な
諸
本
群
を
分
類
す
る
上
で
の
基
盤
に
な
る

と
思
う
が
、【
別
表
１
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
関
係
に
あ
る
諸

本
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
（
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、〈
双

子
本
〉
と
姉
妹
関
係
、
つ
ま
り
〈
双
子
本
〉
の
〈
姉
妹
本
〉
に
位
置
付
く

諸
本
も
存
在
す
る
）。

Ｃ
．『
平
家
物
語
』
の
章
段
範
囲
に
よ
る
分
類

　
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
の
祖
型
は
、
覚
一
本
的
本
文
に
準
拠
し
て
い
る
。

各
場
面
が
、『
平
家
物
語
』
の
ど
の
章
段
を
範
囲
と
す
る
の
か
も
分
類
基

準
の
一
つ
に
な
る
。【
別
表
２
】
に
、「
一
の
谷
合
戦
図
」
の
章
段
ご
と
の

場
面
と
、
一
部
の
諸
本
を
取
り
上
げ
、
場
面
の
描
写
有
無
を
示
し
た
。

　
〈
智
積
院
本
系
統
〉
で
の
章
段
は
、「
一
二
之
懸
」
か
ら
「
落
足
」
ま
で

が
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
、
章
段
「
老
馬
」
か
ら
三
場
面
が
加
わ
る

よ
う
に
な
り（

（
（

、
章
段
の
範
囲
が
拡
大
す
る
。
ま
た
、
章
段
「
知
章
最
期
」

の
場
面
「
井
上
馬
、
船
へ
／
陸
へ
」
で
は
、
知
盛
が
井
上
馬
で
海
上
を
舟

に
向
か
う
場
面
に
加
え
、
異
時
同
図
法
を
用
い
て
、
舟
に
戻
っ
た
知
盛
が

馬
を
陸
に
返
す
場
面
が
追
加
さ
れ
る
。
後
者
の
み
を
描
く
諸
本
も
存
在
し

て
お
り
、
両
者
を
描
く
諸
本
と
の
先
後
関
係
は
断
定
で
き
な
い
が
、
祖
型

の
保
持
率
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、ま
ず
両
者
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
、
後
者
の
み
を
選
択
し
て
描
く
諸
本
が
現
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

画
面
全
体
の
特
徴
と
し
て
は
、
智
積
院
本
は
、
人
物
が
概
ね
特
定
可
能

な
ほ
ど
最
小
限
の
描
写
で
あ
る
が
、
改
変
に
伴
い
、
人
馬
の
数
が
増
大
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
場
面
が
不
明
瞭
化
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。

特
に
海
側
に
は
平
家
公
達
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
集
中
す
る
が
、
章
段
「
知
章

最
期
」
の
場
面
「
業
盛
最
期
」「
経
正
最
期
」
な
ど
、『
平
家
物
語
』
に
記

述
が
少
な
い
場
面
は
、
絵
の
み
で
そ
れ
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
絵
師
達
に

も
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
大
勢
の
人
馬
が
描
き

加
え
ら
れ
る
こ
と
で
混
戦
す
る
軍
勢
に
紛
れ
て
し
ま
い
、
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
、
戦
闘
集
団
の
一
部
と
し
て
の
認
識
で
描
か
れ
た
り
、（
お
そ
ら

く
は
改
変
の
際
な
ど
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
い
）
そ
の
場
面
が
存
在
し
な
い

諸
本
も
現
れ
る
。

　

ま
た
、
人
物
が
混
同
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
章
段
「
坂

落
」
の
場
面
「
教
経
逃
走
」
に
お
い
て
、
馬
で
逃
走
す
る
教
経
の
姿
を
描

か
な
い
諸
本
が
複
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
要
因
は
、
祖
型
を
保
つ
智
積
院

本
に
同
場
面
が
無
い
か
ら
で
は
な
く
、
近
接
す
る
場
面
「
盛
長
逃
走
」
に

描
か
れ
た
、馬
で
逃
走
す
る
盛
長
の
姿
が
教
経
の
そ
れ
と
近
似
し
て
お
り
、

両
者
が
混
同
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

建
築
物
を
含
め
た
背
景
描
写
も
増
加
傾
向
が
あ
る
。
平
家
館
の
構
造
は
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複
雑
化
し
、
木
戸
口
や
棟
の
数
が
増
え
、
城
壁
が
二
重
に
な
っ
た
り
石
垣

が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
章
段
「
老
馬
」
で
は
、
通
盛
と
小
宰
相
が
く

つ
ろ
ぐ
仮
屋
が
追
加
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
改
変
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
章
段
の
範
囲
を
広
げ
て
場

面
を
追
加
し
た
り
、
異
時
同
図
法
を
用
い
て
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二
場

面
描
く
な
ど
し
て
内
容
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
語
と
し
て
の
見

ど
こ
ろ
を
画
面
一
杯
に
繰
り
広
げ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
人
馬
の
増
大
や
建
物
の
複
雑
化
な
ど
に
よ
っ
て
各

場
面
の
自
立
性
が
薄
れ
、
平
家
公
達
末
路
を
は
じ
め
と
す
る
場
面
の
不
明

瞭
化
が
生
じ
る
と
い
う
問
題
も
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
粉
本

　

そ
れ
で
は
、
も
と
か
ら
描
か
れ
て
い
た
場
面
は
、
ど
の
よ
う
に
改
変
さ

れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
改
変
の
際
に
い
く
つ
か
の
粉
本
や
テ
キ
ス
ト

を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
箇
条

書
き
で
あ
げ
る（

（
（

。

ａ
．�

天
真
寺
本
（
№
４
）
…
『
平
治
物
語
絵
巻
』「
六
波
羅
合
戦
巻
」（「
生

田
の
戦
い
」）

ｂ
．�

大
英
本
（
№
５
）
…
同
「
六
波
羅
合
戦
巻
」（「
生
田
の
戦
い
」「
一
二

之
懸
」「
経
正
最
期
」）、『
源
平
盛
衰
記
』（「
業
盛
最
期
」）

ｃ
．�

旧
麻
布
本（

（
（

（
№
７
）
…
同
「
六
波
羅
合
戦
巻
」（
六
十
箇
所
以
上
）、

赤
間
神
宮
所
蔵
「
安
徳
天
皇
縁
起
絵
図
」（「
盛
俊
最
期
」「
忠
度
最

期
」
な
ど
多
数
）、
謡
曲
『
箙
』（「
二
度
之
懸
」）

ｄ
．
耕
三
寺
本
…
謡
曲
『
箙
』（「
二
度
之
懸
」）

ｅ
．�

個
人
蔵
「
一
の
谷
合
戦
図
屏
風
」（
一
隻
）
…
謡
曲
『
箙
』（「
二
度

之
懸
」）

ｆ
．�

久
留
米
文
化
財
収
蔵
館
寄
託
「
源
平
合
戦
図
」（
江
戸
後
期
の
屏
風

下
絵
ヵ
）
…
明
暦
二
年
絵
入
版
本
『
平
家
物
語
』（「
鷲
尾
父
子
」「
八

艘
飛
」
な
ど
）

　

た
と
え
ば
、
ｃ
旧
麻
布
本
は
、「
六
波
羅
合
戦
巻
」
や
「
安
徳
天
皇
縁

起
絵
図
」
を
多
用
し
な
が
ら
、「
二
度
之
懸
」
の
場
面
で
は
謡
曲
『
箙
』

を
用
い
て
景
季
の
背
に
梅
の
枝
を
描
く
な
ど
、
場
面
に
応
じ
て
複
数
の
資

料
を
使
い
分
け
て
い
る
。な
お
、「
六
波
羅
合
戦
巻
」を
利
用
し
て
い
る
ａ
・

ｂ
・
ｃ
の
三
本
は
改
変
箇
所
に
共
通
性
は
見
出
せ
ず
、
お
そ
ら
く
影
響
関

係
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
ｂ
大
英
本
の
例
を
二
つ
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
改
変
方
法
を
確

認
し
て
お
く
。
一
つ
は
「
一
二
之
懸
」
で
、
祖
型
と
思
わ
れ
る
智
積
院
本

（【
図
２
】）
な
ど
で
は
、
先
頭
に
平
山
主
従
、
そ
の
後
ろ
に
熊
谷
父
子
主

従
の
計
五
騎
が
木
戸
口
に
向
か
い
、
手
前
の
平
山
旗
差
が
射
ら
れ
て
落
馬
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す
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
覚
一
本
の
「
平
山
は
身
に
か
へ
て
思
け

る
旗
さ
し
を
ゐ
さ
せ
て
、敵
の
中
へ
わ
て
い
り
」の
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。

大
英
本
（【
図
３
】）
の
改
変
で
は
、
熊
谷
父
子
が
手
前
に
移
動
し
、
馬
を

射
ら
れ
て
徒
立
ち
に
な
っ
て
お
り
、「
熊
谷
は
馬
の
ふ
と
腹
ゐ
さ
せ
て
、

は
ぬ
れ
ば
足
を
こ
い
て
お
り
立
た
り
。
子
息
の
小
次
郎
直
家
も
…
（
略
）

馬
よ
り
と
び
お
り
、父
と
な
ら
で
た
た
り
け
り
」の
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。

大
英
本
は
、「
一
二
之
懸
」
の
木
戸
口
に
お
け
る
熊
谷
・
平
山
の
活
躍
自

体
は
変
え
る
こ
と
な
く
、
比
重
を
平
山
主
従
か
ら
熊
谷
父
子
に
移
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
際
に
利
用
さ
れ
た
の
が
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
な
の
だ
が
、

単
純
に
絵
巻
か
ら
図
様
を
コ
ピ
ー
し
た
の
で
は
な
く
、
田
沢
氏
が
指
摘
す

る
【
図
３
】
②
～
④
に
、
更
に
①
を
加
え
た
四
場
面
か
ら
図
様
を
取
り
出

し
、
そ
れ
を
合
成
し
て
一
つ
の
場
面
に
す
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
手
法
を

用
い
て
い
る
。

　

も
う
一
例
は「
業
盛
最
期
」で
あ
る
。智
積
院
本
や
宇
和
島
本（【
図
４
】）

で
は
、
地
上
で
土
屋
五
郎
に
組
み
伏
せ
ら
れ
る
業
盛
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
覚
一
本
に
は
「
蔵
人
大
夫
業
盛
は
、
常
陸
国
住
人
土
屋
五
郎
重
行

に
く
ん
で
う
た
れ
給
ひ
ぬ
」
と
し
か
記
述
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の

図
様
は
絵
師
の
想
像
力
で
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
大
英
本
（【
図

５
】）
は
、
古
井
戸
の
中
で
泥
屋
四
郎
（
兜
の
み
確
認
で
き
る
）
を
押
さ

え
る
業
盛
の
首
を
掻
こ
う
と
す
る
泥
屋
五
郎
の
場
面
に
描
き
変
え
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
「
古
井
ノ
中
ヘ
コ
ロ
ビ
入
テ
、

泥
屋
ハ
下
ニ
ナ
ル
。
兄
ヲ
討
セ
ジ
ト
テ
、
泥
屋
五
郎
落
重
テ
、
大
夫
ノ
甲

ノ
シ
コ
ロ
ニ
取
付
テ
」
の
記
述
に
一
致
す
る
（
八
坂
系
諸
本
も
こ
の
点
同

様
だ
が
、「
あ
る
小
家
の
前
に
、
ふ
る
井
の
あ
り
け
る
に
」（
中
院
本
）
と

す
る
「
小
家
」
は
描
か
れ
て
い
な
い
）。

　

以
上
、
先
行
研
究
に
よ
る
指
摘
箇
所
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。
も

し
も
こ
れ
以
外
の
諸
本
が
、
た
と
え
ば
大
英
本
の
改
変
箇
所
と
一
致
す
れ

ば
大
英
本
と
同
系
統
に
な
る
わ
け
だ
が
、
現
時
点
で
は
、「
業
盛
最
期
」

の
古
井
戸
の
描
写
は
、
大
英
本
の
〈
双
子
本
〉
で
あ
る
善
徳
寺
本
（
№
６
）

の
み
で
あ
る
。
こ
の
他
、
霊
松
寺
本
（
№
30
）
の
「
坂
落
」
で
は
畠
山
重

忠
が
馬
を
担
い
で
お
り
、『
源
平
盛
衰
記
』の
内
容
を
反
映
し
て
い
る
。『
源

平
盛
衰
記
』
を
参
照
し
て
い
る
諸
本
が
複
数
確
認
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、『
源
平
盛
衰
記
』
を
主
題
と
し
た
「
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
」

の
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、そ
れ
だ
け
祖
型
の
構
図
が
固
定
化
・

流
布
し
て
い
た
こ
と
の
、
異
な
る
諸
本
を
元
に
新
た
な
構
図
を
起
こ
す
必

要
性
が
な
く
、
部
分
的
な
改
変
で
の
利
用
に
留
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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「源平合戦図屏風（一の谷・屋島合戦図屏風）」

諸本の改変方法と関連資料
　
　
　

四
、「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
の
図
様
の
改
変
と
関
連
資
料

Ａ
．「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
借
用
か
ら
見
え
る
系
統

　
「
一
二
之
懸
」
の
図
様
は
複
数
の
諸
本
に
近
似
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

内
容
は
複
雑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
誓
願
寺
本
（
№
10
）（【
図
６
】）
の

場
合
、徒
立
ち
の
熊
谷
父
子
と
射
ら
れ
た
馬
は
大
英
本
に
近
似
し
な
が
ら
、

平
山
主
従
は
旧
麻
布
本
（【
図
７
】）
に
近
似
し
て
お
り
、
熊
谷
旗
差
は
い

ず
れ
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
麻
布
本
で
は
騎
馬
の
平
山
（
も
し

く
は
直
実
か
）
が
左
手
を
前
に
突
き
出
し
て
い
る
が
、
誓
願
寺
本
で
は
徒

立
ち
の
直
家
が
同
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
な
お
、
誓
願
寺
本
に
は
大
英
本
・
旧

麻
布
本
い
ず
れ
と
も
異
な
る
箇
所
に
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
か
ら
の
借
用
が

あ
り
、後
述
す
る
が
、誓
願
寺
本
や
旧
麻
布
本
に
は
、「
平
家
物
語
扇
面
絵
」

と
の
共
通
性
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
場
面
を
取
っ
て
み
て
も
、
複
雑
な
過
程
を
経
な

が
ら
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。【
別
表
１
】の
う
ち
、明
ら
か
に「
六

波
羅
合
戦
巻
」
の
図
様
を
借
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
諸
本
は
１
／
３

近
く
が
該
当
す
る
。
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
該
当
諸
本
が
更
に
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
表
か
ら
見
ら
れ
る
特
徴

と
し
て
は
、
該
当
諸
本
は
比
較
的
祖
型
を
保
つ
傾
向
が
強
い
も
の
が
多
い

と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、〈
双
子
本
〉
な
ど
を
除
け
ば
、
諸

本
間
で
借
用
箇
所
が
あ
ま
り
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、
初
め
に
絵
巻
を
取

り
入
れ
た
一
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

何
度
も
転
写
を
繰
り
返
し
、
絵
巻
の
祖
型
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
図
様
も

見
受
け
ら
れ
る
。
一
つ
の
画
面
の
中
に
、
粉
本
か
ら
引
き
継
い
だ
絵
巻
の

図
様
と
、
新
た
に
取
り
込
ん
だ
絵
巻
の
図
様
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
借
用
内
容
を
諸
本
の
分
類

基
準
の
一
つ
に
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
。
し

か
し
、
屏
風
の
改
変
の
際
に
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
図
様
が
直
接
的
に
も

間
接
的
に
も
非
常
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
合
戦
場
面
に
お
け
る

人
馬
の
図
様
は
、
粉
本
と
し
て
適
し
た
資
料
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘

で
る
。

Ｂ
．「
平
家
物
語
扇
面
絵
」
と
の
共
通
性

　

本
稿
で
「
平
家
物
語
扇
面
絵
」
と
記
す
の
は
、
江
戸
時
代
に
同
一
工
房

で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
同
じ
内
容
を
持
つ
小
扇
面
絵
の
作

品
群
の
こ
と
で
あ
る
。
根
津
美
術
館
所
蔵
「
平
家
物
語
画
帖
」（
各
一
七

×
二
七
㎝
）
を
は
じ
め
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
「
扇
面　

平
家
物
語
」・
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
平
家
物
語
図
扇
面
」・
遠
山
記
念
館
所
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蔵
「
源
平
武
者
絵
」
な
ど
が
現
存
す
る
。
本
稿
で
は
、「
平
家
物
語
画
帖
」

（
以
下
、「
扇
面
画
帖
」
又
は
「
画
帖
」
と
記
す
）
を
代
表
と
す
る
。

　

一
連
の
扇
面
絵
に
つ
い
て
は
、
松
原
茂
氏（
（1
（

に
よ
っ
て
、「
保
元
平
治
物

語
図
扇
面
」
や
『
平
治
物
語
絵
巻
』
に
共
通
す
る
図
様
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
に
も
扇
面

絵
と
共
通
す
る
図
様
が
多
数
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

一
つ
は
「
業
盛
最
期
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
通
り
、
平
家
公
達

末
路
の
場
面
は
不
明
瞭
化
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
業
盛
が
地
上
で
組
み

合
う
図
様
は
、〈
智
積
院
本
系
統
〉
の
他
、
誓
願
寺
本
な
ど
の
数
本
で
し

か
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
他
の
屏
風
で
は
、
祖
型
に
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
場
面
が
い
く
つ
か
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
、
馬
上
で
一
方
の
武
士
が
、
も
う
一
方
の
武
士
の
首
元
付
近
を

掴
ん
で
引
き
寄
せ
る
、
出
光
本
（
№
33
）（【
図
８
】）
の
よ
う
な
図
様
を

持
つ
諸
本
が
現
れ
る（
（1
（

。
絵
の
み
で
は
、
こ
の
場
面
の
特
定
は
困
難
だ
が
、

本
圀
寺
本
（
№
16
）
の
付
箋
に
は
業
盛
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

「
業
盛
最
期
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
だ
が
、

付
箋
は
後
補
の
可
能
性
も
あ
り
、
根
拠
と
し
て
は
弱
い
。
そ
こ
で
意
識
し

た
い
の
が
粉
本
の
存
在
で
あ
る
。「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
諸
本
の
基
本
構

図
は
一
つ
の
祖
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
が
、改
変
の
際
に
は
絵
巻
や
芸
能
、

文
字
テ
キ
ス
ト
な
ど
、
幅
広
い
資
料
を
参
照
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
資

料
の
ジ
ャ
ン
ル
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
様
々
な
絵
画
資
料
を
調
査
し
た
結
果
、

小
絵
と
呼
ば
れ
る
「
扇
面
画
帖
」（【
図
９
】）
に
一
致
が
見
ら
れ
た
の
で

あ
る
。「
扇
面
画
帖
」
の
詞
書
に
は
、「
浜
い
く
さ
の
事
」
と
し
て
覚
一
本

に
近
似
す
る
「
業
盛
最
期
」
の
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
圀
寺

本
の
付
箋
と
「
扇
面
画
帖
」
が
同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
「
一
二
之
懸
」
に
お
い
て
も
扇
面
絵
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
大
英

本
の
よ
う
に
徒
立
ち
の
直
実
を
描
く
諸
本
で
は
、
右
手
に
太
刀
を
握
る
直

実
の
左
手
の
描
写
は
大
き
く
三
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。
左
手
を
下
げ

る
（
大
英
本
（【
図
３
】）
な
ど
）、
両
手
で
太
刀
を
持
つ
（
誓
願
寺
本
（【
図

６
】）
な
ど
）、
左
手
を
前
へ
突
き
出
す
（
か
い
じ
あ
む
本
（
№
18
）（【
図

10
】）な
ど
）の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。そ
し
て
、か
い
じ
あ
む
本
の
図
様
が
、

「
扇
面
画
帖
」（【
図
11
】）
と
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
誓
願
寺

本
で
は
直
家
が
同
様
の
ポ
ー
ズ
を
し
て
お
り
、
扇
面
絵
と
の
間
接
的
な
影

響
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。

　

左
隻
「
屋
島
合
戦
図
」
に
も
、「
錣
引
」
の
場
面
に
扇
面
絵
と
の
共
通

性
が
見
出
せ
る
。
特
に
旧
麻
布
本
（【
図
12
】）
は
、
人
馬
の
ポ
ー
ズ
が
「
扇

面
画
帖
」（【
図
13
】）
と
ほ
ぼ
同
図
で
あ
る
。
倒
れ
た
馬
の
位
置
は
異
な

る
が
、扇
形
の
扇
面
絵
で
は
馬
の
位
置
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。

景
清
が
掴
み
取
っ
た
錣
を
長
刀
に
か
か
げ
る
図
様
は
、
覚
一
本
の
「
長
刀
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杖
に
つ
き
、
甲
の
し
こ
ろ
を
さ
し
あ
げ
」
の
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
。
祖

型
と
考
え
ら
れ
る
宇
和
島
本
は
、
景
清
が
み
お
の
屋
の
錣
を
掴
む
瞬
間
の

描
写
で
、
覚
一
本
の
「（
景
清
は
）
右
の
手
を
さ
し
の
べ
て
、
み
を
の
屋

の
十
郎
が
甲
の
し
こ
ろ
を
つ
か
ま
ん
と
す
。
…
（
略
）
四
度
の
た
び
む
ず

と
つ
か
」
む
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
合
戦
全
体
を
俯
瞰
的
に
描
く
屏

風
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
目
立
つ
ポ
ー
ズ
で
は
な
い
。
こ
れ
を
改
変
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
景
清
の
活
躍
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
よ
り
「
錣

引
」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
み
を
の
屋
の
脇
に
倒
れ
て
い
る
馬
は
祖
型
に
は
無
く
、
大
英
本
の

「
一
二
之
懸
」（【
図
３
】）
に
お
け
る
直
実
の
射
ら
れ
た
馬
と
同
じ
「
六
波

羅
合
戦
巻
」
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
両
者
の
共
通
図
様
に
も
絵

巻
か
ら
の
借
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

こ
の
他
、【
別
表
１
】
に
示
し
た
通
り
、
扇
面
絵
と
共
通
す
る
図
様
を

持
つ
諸
本
は
多
く
、「
重
衡
生
虜
」（
キ
オ
ソ
ネ
本
（
№
21
））（【
図
14
】）・

「
知
章
最
期
」（
神
戸
市
博
本
（
№
９
））（【
図
15
】）・「
経
正
最
期
」（
ケ

ル
ン
本
（
№
27
））
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
両
者
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
手
が
か
り
の
一
つ
に
も

な
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、「
扇
面
画
帖
」
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
屏

風
は
、
い
ず
れ
も
改
変
さ
れ
た
図
様
を
も
つ
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
室
町
時
代
の
祖
型
を
改
変
し
た
後
の
図
の
み
が
扇
面

絵
に
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
扇
面
絵
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
上
で

も
、
貴
重
な
情
報
源
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
の
松
原
氏

は
、「
一
連
の
平
家
絵
小
扇
面
を
一
七
世
紀
後
半
と
い
う
範
囲
の
中
で
と

ら
え
て
お
き
た
い
。
絵
師
の
筆
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
土

佐
派
の
系
統
に
連
な
る
絵
師
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
」

と
推
定
す
る
。
い
っ
ぽ
う
、
屏
風
に
は
十
七
世
紀
前
半
の
成
立
と
推
定
さ

れ
る
諸
本
が
複
数
あ
る
。
仮
に
両
者
が
推
定
通
り
で
あ
れ
ば
、
屏
風
が
先

行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
先
に
あ
げ
た
い
く
つ
か
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
扇
面
絵
と
の
共
通
箇
所
が
諸
本
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
特
定
の

屏
風
を
粉
本
と
し
て
扇
面
絵
が
成
立
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
た
と
え
ば

旧
麻
布
本
は
複
数
の
資
料
を
多
様
し
て
お
り
、「
錣
引
」
の
場
面
に
も
何

ら
か
の
粉
本
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。と
す
れ
ば
、十
七
世
紀
前
半
に
は
、

そ
の
資
料
が
先
行
し
て
成
立
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
形
態
の
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
資
料
（
も

し
く
は
そ
の
内
容
）
が
流
布
し
て
お
り
、
屏
風
絵
や
扇
面
絵
の
制
作
の
際

に
も
粉
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
旧
麻
布
本
に
つ
い
て
、
田

沢
氏
が
、「
九
州
の
大
名
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
地
理
的

に
近
い
赤
間
関
で
絵
解
き
に
用
い
ら
れ
名
高
か
っ
た
障
子
絵
を
写
し
、
粉

本
と
し
て
利
用
し
て
い
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
」と
推
定
す
る
よ
う
に
、

旧
麻
布
本
が
九
州
で
成
立
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
資
料
も
ま
た
九
州
に
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伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

Ｃ
．
押
絵
貼
屏
風
か
ら
の
図
様
の
借
用

　

屏
風
の
種
類
の
一
つ
に
押
絵
貼
屏
風
が
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
直
接

屏
風
に
絵
を
描
く
形
式
の
も
の
に
対
し
、
個
別
に
描
い
た
複
数
の
絵
を
屏

風
に
貼
り
交
ぜ
る
形
式
の
も
の
だ
が
、
始
め
か
ら
屏
風
と
し
て
制
作
さ
れ

た
も
の
と
、
絵
巻
な
ど
の
一
部
を
屏
風
に
仕
立
て
た
も
の
が
あ
り
、
本
稿

で
は
前
者
と
考
え
ら
れ
る
屏
風
を
対
象
と
す
る
。
押
絵
貼
屏
風
は
、
そ
の

性
質
上
、『
平
家
物
語
』
全
体
を
題
材
に
す
る
作
品
も
多
く
、
直
描
き
屏

風
と
は
、
接
近
し
な
が
ら
も
異
な
る
過
程
を
経
て
成
立
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
押
絵
貼
屏
風
の
調
査
は
今
後
進
め
て
い
く
予
定
だ
が
、
直
描

き
屏
風
の
改
変
の
際
に
押
絵
貼
屏
風
の
図
様
を
借
用
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
が
複
数
確
認
で
き
た
の
で
、本
稿
で
は
一
例
の
み
簡
単
に
触
れ
た
い
。

　
〈
三
つ
子
本
〉
で
あ
る
北
方
本
・
山
種
本
・
徳
川
本
（
№
34
～
36
）
の
「
屋

島
合
戦
図
」
に
は
、
他
の
屏
風
に
は
見
ら
れ
な
い
共
通
の
場
面
が
あ
る
。

諸
本
の
大
半
は
「
嗣
信
最
期
」
の
場
面
に
、
船
上
の
教
経
が
馬
上
の
佐
藤

嗣
信
を
射
落
と
す
瞬
間
を
描
写
し
て
い
る
。
そ
の
点
こ
の
三
本
も
同
様
だ

が
、
そ
の
上
段
部
に
、
瀕
死
の
嗣
信
が
義
経
の
膝
を
枕
に
横
た
わ
る
場
面

を
描
く
の
で
あ
る
。
三
本
は
概
ね
同
図
だ
が
、
北
方
本
（【
図
16
】）
の
み

は
、
義
経
ら
が
座
る
莚
の
よ
う
な
も
の
が
、
赤
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
薔

薇
の
花
び
ら
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
色
彩
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
諸
本
に
は

見
ら
れ
な
い
独
特
の
彩
色
方
法
で
あ
り
、
画
面
全
体
を
見
渡
し
て
も
こ
の

場
面
の
み
異
質
な
感
を
受
け
る
。
北
方
本
が
配
色
に
ア
レ
ン
ジ
を
試
み
た

よ
う
に
も
思
え
る
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
北
方
本
が
粉
本

に
忠
実
に
従
っ
た
故
の
違
和
感
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
赤
間

神
宮
所
蔵
「
源
平
合
戦
絵
図
」（【
図
17
】）
に
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
・

彩
色
を
持
つ
場
面
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
義
経
ら
人
物
の
図
様
も

酷
似
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
北
方
本
は
「
源
平
合
戦
絵
図
」
を
直
接
参
照

し
て
同
場
面
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
北
方
本

が〈
三
つ
子
本
〉の
原
本
に
当
た
る
可
能
性
を
も
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
源
平
合
戦
絵
図
」
は
十
幅
の
み
現
存
す
る
が
、
元
は
押
絵
貼
屏
風
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
北
方
本
は
、
戦
国
時
代
に
伊
予
国
の
武
士
で
あ
っ
た

村
上
吉
清
所
持
と
す
る
伝
来
が
あ
る
。
村
上
水
軍
と
し
て
名
高
い
村
上
氏

は
、『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
西
海
の
合
戦
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

河
野
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。「
源
平
合
戦
絵

図
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
作
者
と
伝
わ
る
海
北
友
松
と
村
上

吉
清
が
同
時
代
の
人
で
あ
る
こ
と
や
、
赤
間
関
と
伊
予
国
が
地
理
的
に
も

近
い
場
所
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
源
平
合
戦
絵
図
」
を
粉
本
に
し
や

す
く
、
両
者
は
そ
れ
ほ
ど
時
を
経
ず
に
制
作
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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五
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
諸
本
の
系
統
分
類
を
確
立
さ
せ
る

た
め
の
前
段
階
の
作
業
を
行
っ
た
。
ま
ず
、「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
諸
本

の
基
本
的
な
概
念
を
整
理
し
、
類
似
性
の
極
め
て
高
い
諸
本
を
紐
付
け
し

て
仮
称
を
付
し
た
。
膨
大
な
数
の
諸
本
群
を
整
理
す
る
上
で
の
土
台
固
め

で
あ
る
。

　

次
に
、
粉
本
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て

い
た
『
平
治
物
語
絵
巻
』「
六
波
羅
合
戦
巻
」
か
ら
の
借
用
は
、
そ
の
他

の
多
く
の
諸
本
に
も
見
ら
れ
、
独
特
の
人
馬
の
ポ
ー
ズ
は
、
戦
闘
場
面
を

描
く
際
の
格
好
の
手
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
指
摘
が

な
か
っ
た
粉
本
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。
一
点
は
、
屏
風
絵
に
は
、
小
絵
と

呼
ば
れ
る
「
平
家
物
語
扇
面
絵
」
と
共
通
す
る
内
容
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
特
に
、
祖
型
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
図
様
に
扇
面
絵
と

の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
扇
面
絵
の
成
立
を
考
え

る
上
で
も
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
大
型
絵
画
と
小
絵
に
共
通

性
が
見
ら
れ
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
扇
面
絵
を
貼
り
交
ぜ
た
扇
面

貼
交
屏
風
と
い
う
種
類
の
屏
風
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
の
屏
風
絵
研
究
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
も
う

一
点
は
、
押
絵
貼
屏
風
か
ら
の
借
用
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
北
方
本

と
「
源
平
合
戦
絵
図
」
に
は
西
国
・
九
州
と
い
う
地
域
性
が
垣
間
見
え
た

こ
と
も
制
作
の
場
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
。
粉
本
か
ら
読
み
取

れ
る
地
域
性
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
進
め
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。

　

以
上
の
作
業
に
よ
り
、「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
諸
本
が
、
室
町
時
代
の

祖
型
を
も
と
に
、
増
補
・
改
変
を
繰
り
返
し
て
派
生
し
て
い
く
様
子
が
確

認
で
き
た
。
諸
本
の
分
類
整
理
が
進
め
ば
、
更
に
見
え
て
く
る
も
の
が
あ

る
だ
ろ
う
。
屏
風
絵
の
よ
う
に
文
字
が
皆
無
に
近
い
資
料
は
、
詞
書
な
ど

が
あ
る
資
料
に
比
べ
る
と
、
手
が
か
り
が
極
め
て
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
粉
本
（
お
よ
び
共
通
内
容
を
有

す
る
資
料
）
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
同
時
に
、
粉
本
側
の
資
料
も
ま
た
屏
風
か
ら
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
1
）�
本
稿
で
は
、
大
ま
か
で
は
あ
る
が
、
画
面
全
体
も
し
く
は
各
場
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト

や
配
置
な
ど
の
外
郭
的
な
部
分
を
構
図
と
し
、
人
馬
の
ポ
ー
ズ
や
装
束
の
図
柄
な

ど
の
細
部
を
図
様
と
記
す
。

（
2
）�

川
本
桂
子「『
平
家
物
語
』に
取
材
し
た
合
戦
屏
風
の
諸
相
と
そ
の
成
立
に
つ
い
て
」
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（『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
五
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）、
田
沢
祐
賀
「
平
家

物
語　

一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
の
諸
相
と
展
開
」（『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
１

　

大
英
博
物
館
１
』、
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）　

※
川
本
氏
は
、
合
戦
全
体
を
大

観
的
に
描
く
か
一
場
面
の
み
を
人
物
中
心
に
描
く
か
で
第
一
類
・
第
二
類
に
分
類

し
、
第
一
類
を
『
平
家
物
語
』
の
記
述
に
忠
実
か
否
か
で
甲
種
・
乙
種
に
分
類
し

た
。田
沢
氏
は
第
一
類
に
該
当
す
る
諸
本
を
Ａ
～
Ｄ
類
・
そ
の
他
に
細
分
化
し
た
。

（
3
）�

拙
稿
「「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
の
一
考
察
―
い
わ
ゆ
る
「
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図

屏
風
」
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
―
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
50
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
4
）�

前
掲
、
田
沢
氏
論
文

（
5
）�

と
り
わ
け
屏
風
の
よ
う
な
大
型
作
品
の
制
作
に
お
い
て
、
粉
本
に
絵
巻
や
屏
風
を

利
用
す
る
際
は
、
原
本
を
直
接
見
な
が
ら
の
作
業
は
難
し
い
。
お
そ
ら
く
、
先
に

原
本
を
模
写
し
、そ
れ
を
粉
本
と
し
て
用
い
る
の
だ
ろ
う
が
、彩
色
ま
で
は
せ
ず
、

一
部
に
色
注
を
附
す
の
み
の
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
模
写

絵
は
保
存
さ
れ
て
、
絵
手
本
と
し
て
他
の
作
品
の
制
作
の
際
に
も
利
用
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
久
留
米
文
化
財
収
蔵
館
に
は
、
久
留
米
藩

御
用
絵
師
三
谷
家
の
手
に
よ
る
、
楮
紙
に
原
寸
大
に
描
か
れ
た
屏
風
の
下
絵
と
思

わ
れ
る
資
料
が
複
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
彩
色
・
色
注
が
皆
無
の
も
の
、
部
分
的

に
淡
彩
・
色
注
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。

（
6
）�

こ
の
う
ち
、
場
面
「
老
馬
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
柳
澤
恵
理
子
「
近
世
に
お
け

る
「
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
」
の
生
成
と
そ
の
展
開
―
耕
三
寺
博
物
館
所
蔵

「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
を
中
心
に
―
」（『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
24
、

二
〇
一
五
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
7
）�

章
段
「
老
馬
」
の
三
場
面
の
う
ち
、
ま
ず
「
老
馬
」「
鷲
尾
父
子
」
が
加
わ
り
、

そ
の
後
に
「
通
盛
・
小
宰
相
」
が
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
右
隻
の

右
上
段
は
、
祖
型
で
は
背
景
の
山
々
が
描
か
れ
る
の
み
で
、
物
語
と
し
て
の
見
ど

こ
ろ
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
山
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
章
段
「
老
馬
」
か
ら

二
つ
の
場
面
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
ほ
ど
ん
ど
変
え
る
こ
と
な
く

一
の
谷
合
戦
の
見
ど
こ
ろ
を
増
や
し
、
且
つ
、
画
面
全
体
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
建
物
の
複
雑
化
・
増
築
化
に
伴
い
、
合
戦
場

面
で
は
な
い
が
、
同
章
段
の
最
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
「
通
盛
・
小
宰
相
」
の

場
面
を
、
仮
屋
と
共
に
追
加
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
8
）�

ａ
～
ｃ
は
、
前
掲
、
田
沢
氏
論
文
。
ｄ
・
ｅ
は
、
前
掲
、
柳
澤
氏
論
文
・
岡
部
恵

理
子
「『
平
家
物
語
』
の
絵
画
化
―
個
人
蔵
「
一
の
谷
合
戦
図
屏
風
」
に
つ
い
て
―
」

（『
哲
学
会
誌
』
38
、
二
〇
一
四
年
五
月
）。
ｆ
は
、
拙
稿
「
久
留
米
市
文
化
財
収

蔵
館
収
蔵
「
平
家
物
語
図
」・「
源
平
合
戦
図
」
に
つ
い
て
」（
松
尾
葦
江
編
『
文

化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）。

（
9
）�

一
九
八
九
年
の
閉
館
後
、行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
が
、ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ

ン
・
Ｃ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
「
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
」
が

当
屏
風
と
同
図
で
損
傷
箇
所
も
一
致
し
て
お
り
、
同
一
の
屏
風
で
あ
ろ
う
。
本
論

で
は
旧
麻
布
本
と
記
す
。

（
10
）�

松
原
茂「
根
津
美
術
館
所
蔵「
平
家
物
語
画
帖
」と
同
工
作
品
」（
根
津
美
術
館『
平

家
物
語
画
帖
』、
二
〇
一
二
年
）

（
11
）�

富
士
美
術
館
本
（
№
13
）・
赤
間
神
宮
本
（
№
17
）・
香
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
本
（
№

31
）
な
ど
。

《
引
用
テ
キ
ス
ト
》

龍
谷
大
学
本
『
平
家
物
語
』
…
『
平
家
物
語
下　

日
本
古
典
文
学
大
系
34
』（
岩
波
書
店
、

一
九
五
九
年
）

『
源
平
盛
衰
記
』
…
『
源
平
盛
衰
記
（
七
）　

中
世
の
文
学
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
五

年
）

中
院
本
『
平
家
物
語
』
…
『
校
訂 

中
院
本
平
家
物
語
（
下
）』（
三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
一
年
）
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《
図
版
》

智
積
院
本
・
誓
願
寺
本
…
『
日
本
屏
風
絵
集
成　

第
５
巻　

人
物
画
―
大
和
絵
系
人
物
』

（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
本
…
永
積
安
明
他
『
図
説　

日
本
の
古
典
九　

平
家
物
語
』

（
集
英
社
、
一
九
八
八
年
）

大
英
博
物
館
本
…
『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
１
（
大
英
博
物
館
１
）』（
講
談
社
、

一
九
九
二
年
）

か
い
じ
あ
む
本
…
山
梨
県
立
博
物
館H

P http://w
w
w
.m
useum

.pref.yam
anashi.

jp/index.htm
l

、

出
光
美
術
館
本
…
『
や
ま
と
絵
』（
出
光
美
術
館
、
一
九
八
六
年
）、

麻
布
美
術
工
芸
館
寄
託（
ウ
ェ
ー
バ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）本
…A
rts of Japan　

John C. 
W
eber C

ollection http://archive.artsm
ia.org/w

eber-collection/
preview

6.htm
l

キ
オ
ソ
ネ
本
…
『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
（
12
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
蒐
蔵
日
本
美
術
選
』（
講
談

社
、
一
九
九
四
年
）

赤
間
神
宮
所
蔵
「
源
平
合
戦
絵
図
」
…
『
赤
間
神
宮 

源
平
合
戦
図
録
』（
赤
間
神
宮
社

務
所
、
一
九
八
五
年
）

早
稲
田
大
学
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館H

P

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ス http://w

w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/index.htm

【
付
記
】

　

屏
風
絵
の
調
査
に
あ
た
り
、
閲
覧
・
撮
影
許
可
・
画
像
提
供
を
賜
り
ま
し
た
各
機
関

各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
別
表
１
】
源
平
合
戦
図
屏
風
比
較
一
覧
表

№

所
蔵
者

員
数

右
隻

左
隻

平

扇

押

盛

謡

智積院本系統

1
智
積
院
（
室
町
末
期
）

6
曲
1
隻

一
谷

―

双子
2
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
（
狩
野
興
甫
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

3
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

4
天
真
寺

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

双子
5
大
英
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

6
城
端
別
院
・
善
徳
寺

8
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

7
旧
麻
布
美
術
工
芸
館
寄
託
（
ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

○

8
リ
ン
デ
ン
民
俗
学
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

9
神
戸
市
立
博
物
館
（
狩
野
吉
信
落
款
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

双子
10
誓
願
寺

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

11
出
光
美
術
館

8
曲
1
双
一
谷
屋
島

壇
浦

○

12
今
治
市
河
野
美
術
館
（
伝
土
佐
光
起
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

三つ子
13
富
士
美
術
館
（
海
北
友
雪
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

14
永
青
文
庫

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

15
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

姉妹
16
大
本
山
本
圀
寺

6
曲
1
隻

一
谷

―

○

○

17
赤
間
神
宮
（
伝
狩
野
元
信
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

18
山
梨
県
立
博
物
館
（
か
い
じ
あ
む
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

19
有
馬
記
念
館
（
三
谷
邑
信
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

20
松
岡
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

21
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
東
洋
美
術
館
（
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
オ
ソ
ネ
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○
？

22
ラ
リ
ー
・
エ
リ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
狩
野
甚
之
丞
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

三つ子
23
馬
の
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

24
Ｍ
Ａ
Ｏ 

ト
リ
ノ
東
洋
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

25
高
松
市
歴
史
資
料
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

26
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

6
曲
1
隻

一
谷

―

○

―

27
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

28
ベ
ル
ン
歴
史
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

29
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島
壇
浦

○

30
霊
松
寺

6
曲
1
双

一
谷

屋
島
壇
浦

○

○

31
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

2
曲
1
隻

藤
戸

一
谷

○

―

姉妹
32
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

6
曲
1
隻

―

一
谷

○

―

33
出
光
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

一
谷

○

○

三つ子
34
北
方
文
化
博
物
館
（
豪
農
伊
藤
家
）（
伝
土
佐
光
起
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

35
山
種
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

36
徳
川
美
術
館

6
曲
1
隻

―

屋
島

○

―
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【
別
表
１
】
源
平
合
戦
図
屏
風
比
較
一
覧
表

№

所
蔵
者

員
数

右
隻

左
隻

平

扇

押

盛

謡

智積院本系統

1
智
積
院
（
室
町
末
期
）

6
曲
1
隻

一
谷

―

双子
2
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
（
狩
野
興
甫
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

3
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

4
天
真
寺

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

双子
5
大
英
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

6
城
端
別
院
・
善
徳
寺

8
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

7
旧
麻
布
美
術
工
芸
館
寄
託
（
ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

○

8
リ
ン
デ
ン
民
俗
学
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

9
神
戸
市
立
博
物
館
（
狩
野
吉
信
落
款
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

双子
10
誓
願
寺

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

11
出
光
美
術
館

8
曲
1
双
一
谷
屋
島

壇
浦

○

12
今
治
市
河
野
美
術
館
（
伝
土
佐
光
起
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

三つ子
13
富
士
美
術
館
（
海
北
友
雪
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

14
永
青
文
庫

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

15
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

姉妹
16
大
本
山
本
圀
寺

6
曲
1
隻

一
谷

―

○

○

17
赤
間
神
宮
（
伝
狩
野
元
信
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

18
山
梨
県
立
博
物
館
（
か
い
じ
あ
む
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

19
有
馬
記
念
館
（
三
谷
邑
信
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

20
松
岡
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

21
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
東
洋
美
術
館
（
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
オ
ソ
ネ
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○
？

22
ラ
リ
ー
・
エ
リ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
狩
野
甚
之
丞
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

三つ子
23
馬
の
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

○

24
Ｍ
Ａ
Ｏ 

ト
リ
ノ
東
洋
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

25
高
松
市
歴
史
資
料
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

26
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

6
曲
1
隻

一
谷

―

○

―

27
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

28
ベ
ル
ン
歴
史
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

29
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島
壇
浦

○

30
霊
松
寺

6
曲
1
双

一
谷

屋
島
壇
浦

○

○

31
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

2
曲
1
隻

藤
戸

一
谷

○

―

姉妹
32
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

6
曲
1
隻

―

一
谷

○

―

33
出
光
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

一
谷

○

○

三つ子
34
北
方
文
化
博
物
館
（
豪
農
伊
藤
家
）（
伝
土
佐
光
起
筆
）

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

35
山
種
美
術
館

6
曲
1
双

一
谷

屋
島

○

36
徳
川
美
術
館

6
曲
1
隻

―

屋
島

○

―

《
項
目
》

【
平
】
…
『
平
治
物
語
絵
巻
』「
六
波
羅
合
戦
巻
」
に
共
通
す
る
図
様
が
あ
る
場
合
は
「
○
」
を
付
け
た
。 

【
扇
】
…
『
平
家
物
語
画
帖
』
に
共
通
す
る
図
様
が
あ
る
場
合
は
「
○
」
を
付
け
た
。

【
押
】
…
押
絵
貼
屏
風
に
共
通
す
る
図
様
が
あ
る
場
合
は
「
○
」
を
付
け
た
。

【
盛
】
…
『
源
平
盛
衰
記
』
の
記
述
に
沿
っ
た
図
様
が
あ
る
場
合
は
「
○
」
を
付
け
た
。

【
謡
】
…
謡
曲
「
箙
」
の
記
述
に
沿
っ
た
図
様
が
あ
る
場
合
は
「
○
」、「
二
度
之
懸
」
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
な
い
場
合
は
「
―
」
を
付
け
た
。

・
一
覧
に
は
、
本
論
で
対
象
と
し
た
屏
風
の
う
ち
、
智
積
院
本
系
統
お
よ
び
他
の
絵
画
資
料
に
共
通
す
る
図
様
を
持
つ
諸
本
を
掲
載
し
た
。

・
図
録
や
ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
の
確
認
に
と
ど
ま
り
、
細
部
の
調
査
が
困
難
な
諸
本
は
基
本
的
に
除
外
し
て
い
る
が
、
必
要
上
掲
載
し
た
諸
本
も
あ
る
。

・
配
列
順
は
、
祖
型
の
保
持
率
や
近
似
性
な
ど
を
考
慮
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
圀
寺
本
と
赤
間
神
宮
本
の
近
似
に
つ
い
て
は
、
京
都
国
立
博
物
館
の
山
下
善
也
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
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№34
北方

№20
松岡

№19
有馬

№18
山梨

№16
本圀寺

№14
永青

№12
河野

№10
誓願寺

№9
神戸

№8
リンデン

№7
旧麻布

№5
大英

№4
天真寺

№2
宇和島

№1
智積院 場面 章段

【
別
表
２
】
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
九
の
場
面
一
覧
表

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × 通盛・小宰相 老馬
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × 老馬
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 鷲尾父子
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一二之懸 一二之懸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 河原兄弟 二度之懸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 二度之懸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生田の範頼軍
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 鹿のみ 鹿を射る武知 坂落
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 坂落

○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平家、海へ逃
走

× ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 教経逃走

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 盛俊最期 越中前司
最期

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 忠度最期 忠度最期
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 重衡生捕 重衡生捕
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 盛長逃走
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 敦盛最期 敦盛最期
○？ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ？ ×？ ○ ○ ○ ○ ○ 業盛最期 知章最期
○ ○ × ○？ × ○ ○ ×？ ？ ○ ？ ○ ○ ○ ○ 経正最期

○ ○ × ○ × × ○ ×？ × ×？ ？ ○ × ○ ○ 経俊・清房・
清定最期

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 知章最期

○/× ×/○ ×/○ ○/× ×/○ ○/× ○/× ○/○ ○/○ ○/○ ○/× ○/× ○/× ○/× ○/× 井上馬、船へ
/陸へ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 師盛最期 落足
○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 通盛最期



― 65 ―
「源平合戦図屏風（一の谷・屋島合戦図屏風）」

諸本の改変方法と関連資料

№34
北方

№20
松岡

№19
有馬

№18
山梨

№16
本圀寺

№14
永青

№12
河野

№10
誓願寺

№9
神戸

№8
リンデン

№7
旧麻布

№5
大英

№4
天真寺

№2
宇和島

№1
智積院 場面 章段

【
別
表
２
】
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
九
の
場
面
一
覧
表

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × 通盛・小宰相 老馬
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × 老馬
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 鷲尾父子
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一二之懸 一二之懸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 河原兄弟 二度之懸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 二度之懸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生田の範頼軍
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 鹿のみ 鹿を射る武知 坂落
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 坂落

○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平家、海へ逃
走

× ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 教経逃走

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 盛俊最期 越中前司
最期

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 忠度最期 忠度最期
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 重衡生捕 重衡生捕
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 盛長逃走
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 敦盛最期 敦盛最期
○？ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ？ ×？ ○ ○ ○ ○ ○ 業盛最期 知章最期
○ ○ × ○？ × ○ ○ ×？ ？ ○ ？ ○ ○ ○ ○ 経正最期

○ ○ × ○ × × ○ ×？ × ×？ ？ ○ × ○ ○ 経俊・清房・
清定最期

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 知章最期

○/× ×/○ ×/○ ○/× ×/○ ○/× ○/× ○/○ ○/○ ○/○ ○/× ○/× ○/× ○/× ○/× 井上馬、船へ
/陸へ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 師盛最期 落足
○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 通盛最期

・
例
と
し
て
あ
げ
た
諸
本
は
、
智
積
院
本
系
統
お
よ
び
、
双
子
本
・
姉
妹
本
の
う
ち
の
一
本
、
本
発
表
の
内
容
に
関
わ
る
も
の
な
ど
を
優
先
し
た
。

・
各
諸
本
に
、
対
象
と
な
る
場
面
描
写
が
あ
る
場
合
は
「
○
」、
な
い
場
合
は
「
×
」
を
付
け
た
。

・
図
録
ｗ
ｅ
ｂ
で
の
確
認
に
留
ま
る
場
合
や
、
人
馬
の
増
大
な
ど
に
よ
り
判
別
が
困
難
な
場
合
は
「
？
」
を
付
す
か
、
稿
者
の
判
断
に
依
っ
た
。
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【
図
１
】
宇
和
島
本
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」

【
図
２
】
智
積
院
本
「
一
二
之
懸
」

【
図
６
】
誓
願
寺
本
「
一
二
之
懸
」

【
図
７
】
旧
麻
布
本
「
一
二
之
懸
」

左
隻
「
屋
島
合
戦
図
」

右
隻
「
一
の
谷
合
戦
図
」
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「源平合戦図屏風（一の谷・屋島合戦図屏風）」

諸本の改変方法と関連資料

【
図
３
】（
上
）
早
稲
田
大
学
本
『
平
治
物
語
絵
巻
』
／
（
下
）
大
英
本
「
一
二
之
懸
」

【
図
４
】
宇
和
島
本
「
業
盛
最
期
」

【
図
５
】
大
英
本
「
業
盛
最
期
」

①
②

③
④
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【
図
８
】
出
光
（
一
の
谷
）
本
「
業
盛
最
期
」

【
図
９
】
平
家
物
語
画
帖
「
浜
軍
」

【
図
10】

か
い
じ
あ
む
本
「
一
二
之
懸
」

【
図
12】

旧
麻
布
本
「
錣
引
」

【
図
11】

平
家
物
語
画
帖
「
一
二
之
懸
」

【
図
13】

平
家
物
語
画
帖
「
錣
引
」
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「源平合戦図屏風（一の谷・屋島合戦図屏風）」

諸本の改変方法と関連資料

【
図
14】「

重
衡
生
虜
」　（
上
）
平
家
物
語

画
帖
／
（
下
）
キ
オ
ソ
ネ
美
術
館
本

【
図
15】「

経
正
最
期
」　（
上
）
平
家
物
語

画
帖
／
（
下
）
神
戸
市
博
本

【
図
16】

北
方
本
「
嗣
信
最
期
」

【
図
17】

源
平
合
戦
絵
図
「
嗣
信
最
期
」


